
漢
字
の
学
習
は
、
小
・
中
・
高
の
ど
の
校
種
に
お
い
て
も
、

国
語
教
育
の
重
要
な
柱
の

一
つ
で
す
。
し
か
し
、
小
・
中
学
校

で
は
漢
字
教
育
が
、
必
ず
し
も
正
し
く
、
効
果
的
に
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
せ
ん
。
ま
た
高
校
で
は
、
生
徒
の
漢
字
の

力
を
伸
ば
す
工
夫
が
足
り
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
「
正
し
く
、
効
果
的
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

校
種
ご
と
に
漢
字
指
導
の
方
法
を
論
じ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
た

だ
し
、
私
に
は
高
校
以
外
の
勤
務
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
小
－

中
の
漢
字
教
育
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
授
業
の
中
で
気
づ
い
た

こ
と
や
、
所
属
学
会
で
の
活
動
（
小
・

中
学
校
の
国
語
教
科
書

に
お
け
る
漢
字
指
導
の
問
題
点
の
研
究
）
か
ら
考
察
し
た
こ
と

が
主
で
す
。
錯
誤
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
忌
偉
な
く
ご
指
摘
く
だ

さ
い
。

【
特
別
寄
稿
｝

漢
字
教
育
の
ヒ
ン
ト

｜
正
し
く
、

小
学
校
の
漢
字
教
育

効
果
的
に
｜塚

田

勝
郎

ω
教
科
書
の
問
題
点
①

低
学
年
の
教
科
書
に
は
、
き
ま
っ
て
象
形
文
字
や
指
事
文
字

を
使
っ
た
字
源
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
象
形

文
字
・
指
事
文
字
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
、
中
に
は
う
ま
く
説

明
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
試
み
は
動
機
付
け
と
し

て
の
意
味
は
あ
る
も
の
の
、
広
が
り
が
な
い
の
が
欠
点
で
す
。

-3-

成
り
立
ち
の
説
明
に
使
わ
れ
て
い
る
象
形
文
字

E

指
事

字
の
例

木

人上

下

下
（
学
園
・
小
一
上
）

（
光
村
・
小
一
上
）

（
教
出
・
小

一
下
）

上

中

口

日

月

上

山

水

雨

下

∞

教

科

書

の

問

題

点

②

字
源
説
（
漢
字
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
学
説
）
に
は
、
様
々

な
立
場
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
教
科
書
を
見
る
限
り
、
そ
の

説
が
誰
の
も
の
な
の
か
は
不
明
で
す
。
こ
の
点
は
中
学
校

の
教

科
書
で
も
同
様
で
す
。
主
な
説
を
日
本
に
絞
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

主
要
字
源
説

《
藤
堂
説
》

＊
日
本
に
限
る
。



か
と
？
じ
よ
9
け

ん

と

ョ

ど

3
あ
き
や
す

一
加
藤
常

賢
（
一
八
九
四

1
一
九
七
八
）
↓
藤
堂
明
保
（

か

の

P
よ
し

み
つ

一九

一
五

1
一
九
八
五
）
↓
加
納
喜
光
（
一
九
四

0
1
）

一
《
白
川
説
》

－
し

ら

か

わ

し

ず

か

お

ち

あ

い

み

つ

し

一
白
川
静
（
一
九
一

0
1
二
O
O
六
）
↓
落
合
淳
思

一七

四

1
）

九

小
学
校

一
年
生
が

習
う
「
口
」
の
字
源
は
、
伝
統
的
な
説
や

藤
堂
説
で
は
、
口
を
描
い
た
図
形
と
説
明
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

白
川
説
で
は
、
「
口
」
は
「
サ
イ
」
と
い
う
「
祝
祷
の
器
の
形
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
藤
堂
説
と
白
川
説
で
字
源
が
異
な
る
漢

字
は
、
範
囲
を
教
育
漢
字
に
絞
っ
て
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
見
停
滞
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
字
源
研
究
で
す

が
、
近
年
は
日
本
で
も
中
国
で
も
、
新
し
い
説
が
続
々
と

発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
科
書
の
字
源
解
説
も
、
最
新
の
研
究
成
果

に
よ
っ
て
随
時
見
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ω
教
科
書
の
問
題
点
③

小
学
校
五
・
六
年
で
初
め
て
習
う
形
声
文
字
の
概
念
は
、
｛
子

源
解
説
に
誤
り
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の

一
例
で
す
。

一
×
庁

H
r＋
了

一
×
肺
H

月
＋
市

形
声
文
字
の
誤
っ
た
説
明
の
例

テ
イ

O
臆

H
f
（
家
屋
）

＋
聴
（
よ
く
聴
く）

O
肺
H

月
（
肉
体
）
＋
市
（
パ
ッ
と
開
く
）

一
×
鉱

H
金
＋
広

一
×
秘
H

禾
十
必

。。
示鍍
（｜｜ 

神金

祭釜
雪属
＋十

必ヒ庚2
レ（

言 T
す二
カ通 フ
く光
する

「庁

」

と

（

正
字
）

に
よ
ら
ず
、
新
字

体
で
説
明
し
た
た
め
に
誤
っ

た
例
で
す
。

「
肺
」
と
「
秘
」
は
、

当
用
漢
字
制
定
の
際
に
誤

っ
た
字
体
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

「
肺
」
は

一
画
増
え
、
「
秘
」
は
不
思
議
な
こ
と
に
、

部
首
が

「
示
（
神
、
祭
壇

ご

か

ら

「
禾
（
穀

物

、

作

物

ご

に

変

わ

り
ま
し
た
。

同
漢
字
指
導
へ
の
提
言
①

世
間
に
流
布
し
て
い
る
根
拠
の
な
い
通
俗
字
解
（
お
も
し
ろ

字
源
解
説
）
は
、
教
室
で
は
封
印
し
ま
し
ょ
う
。
「
こ
の

漢
字

は
こ
う
見
え
る
」
こ
と
と
、
「
こ
の
漢
字
の
字
源
は

こ
う

で
あ

る
」
こ
と
を、

し
っ

か
り
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
字
源

を
説
明
す
る
場
合
は
、
空
想
や
妄
想
に
頼
ら
ず
に
、
必
ず
漢
和

辞
典
の
解
字
欄
を
参
照
し
ま
し
ょ

う。

「
鉱
」
は

旧
字
体

4 

通
俗
字
解

一
×
人
と
人
で

に
な
る
。

一×
糸
を
半
分
ず
つ
持
つ
か
ら

「
紳
」
。

一×
「
食
」
は
人
を
良
く
す
る
。

（
お
も
し
ろ
字
源
解
説

「
人

」

。

「

人

と
人
」
だ
と の

例
「
日
航

従

＊ 



一
×
柏
の
木
に
固
ま
れ
た
神
聖
な
場
所
で
打
つ
か
ら
「
柏
手
」

一

一
＊
「
柏
手
」
は
「
拍
手
」
の
誤
記
。
「
柏
」
は
カ
シ
ワ
で
一

一
は
な
く
、
ヒ
ノ
キ
や
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
な
ど
常
緑
針
葉
樹
の
一

一総
称
。

一×
「
武
」
は

「
文
」
を
「
止
め
る
」
と
書
く
。
争
い
を
止

一
る
の
が
「
武
」
の
役
割
だ
。
＊
「
止
」
は
足
の
形
を
描
い
一

一た
も
の
。
こ
こ
で
は
「
と
め
る
」
で
は
な
く
、
「
す
す
む
」

一

一
の
意
。

「
人
・
紳
・
食
」
に
つ
い
て
は
、
漢
和
辞
典
の
解
字
欄
を
見

れ
ば
、
通
俗
字
解
を
簡
単
に
論
破
で
き
ま
す
。

∞
漢
字
指
導
へ
の
提
言
②

漢
字
学
習
で
は
、
音
と
訓
の
区
別
が
重
要
で
す
。
「
耳
で
聞

い
て
意
味
が
わ
か
る
の
は
訓
読
み
、
そ
う
で
な
い
の
は
音
読
み
」

と
い
う
説
明
は
不
正
確
で
、
学
習
上
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
「
肉

を
食
べ
た
い
、
愛
が
ほ
し
い
、
絵
が
得
意
だ
」
は
、
「
肉
・
愛

・
絵
」
が
す
べ
て
立
日
読
み
で
す
が
、
聞
い
て
意
味
が
わ
か
り
ま

す。

音
と
は
？

一
音
（
音
読
み
、

一
た
読
み
方
。

8
1
m
を

訓
と
は
？

字
音
）

H

中
国
語
の
発
音
が
日
本
語
化
し

一

「
ア
ッ
プ
ル
」
と
読
む
よ
う
な
も
の
。
一

た訪｜｜
問、（
宏司I[

的、読
な、み

読
み字
方訓

.§ 
可3
<1> 

の

H
漢
字
の
意
味
を
日
本
語
で
表
し
一

「
り
ん
ご
」
と
い
う
訳
語
。
回

立
田
・
訓
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
主
に
音
だ
け
で
使
わ
れ
る

漢
字
（
字
音
専
用
字
）
を
挙
げ
て
み
る
の
も
一
法
で
す
。
た
だ

し
、
絵
（
エ
・
カ
イ
）
、
罰
（
パ
チ
・
パ
ツ
）
の
よ
う
に
、
複

数
の
立
国
が
存
在
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

主
に
音
だ
け
で
使
わ
れ
る
漢
字
の
例
（
名
乗
り
を
除
く
）
一

一

案

意

医

胃

域

院

駅

恩

害

勘

気

一

一

菊

句

芸

券

碁

孝

紺

桟

死

詩

師

一

軸

式

塾

錠

職

税

栓

線

禅

僧

賊

一

一

問

題

段

茶

党

塔

徳

毒

脳

肺

鉢

罰

一

一服

法

盆

魔

幕

脈

厄

役

曜

欄

寮

一塁

令

論

湾

碗

一

一＊
木
村
秀
次
著
『
身
近
な
漢
語
を
め
ぐ
る
』
（
大
修
館
書
一

一
店
、
二

O
一

八

）

を

参

考

に

し

た

。

一

-5-

間
漢
字
指
導
へ
の
提
言
③

漢
字
を
何
度
も
書
い
て
手
で
覚
え
る
こ
と
は
大
事
で
す
。

か
し
、
漢
字
の
書
き
取
り
が
自
己
目
的
化
し
て
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
罰
と
し
て
漢
字
の
書
き
取
り
を
さ
せ
る し



の
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。
書
き
取
り
練
習
の
回
数
も
、
臨

機
応
変
で
あ
る
べ
き
で
す
。
字
形
を
す
ぐ
に
覚
え
ら
れ
る
漢
字

を
必
要
以
上
の
回
数
書
か
せ
る
の
は
、
教
育
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
漢
字
学
習
で
は
、
（
書
き
取
り
練
習
に
よ
る
習
熟
）
と
頭

（
字
源
や
意
味
な
ど
の
知
識
の
習
得
）
は
、
車
の
両
輪
で
す
o

m
漢
字
指
導
へ
の
提
言
④

書
き
取
り
の
テ
ス
ト
で
、
止
め
る
べ
き
所
を
媛
ね
た
り
、
機

ね
る
べ
き
所
を
止
め
た
り
し
た
結
果
、
パ
ツ
を
も
ら
い
、
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
漢
字
学
習
が
嫌
い
に
な
っ
た
と
語
る
高
校
生
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
「
干
・
子
」
は
、
援
ね
の
有

無
で
別

の
字
に
な

り
ま
す
。
ま
た
「
己
・
巳
・
巳
」
は
、
左
部

の
縦
棒
の

長
さ
で
文
字
が
区
別
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
例
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
止
め
・
擬
ね
だ
け
で
漢
字
の
正

誤
を
判
断
す
る
の
は
乱
暴
で
す
。
他
の
漢
字
と
誤
認
さ
れ
な
け

れ
ば
、
「
不
正
確
な
」
字
体
も
許
容
す
る
寛
大
さ
が
必
要
で
し

ト
J
F
v
「
ノ
。

手

新
元
号
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
た
際
に
、
官
房
長
官
が
掲
げ

た
墨
書
の
「
令
」
は
、
漢
字
の

止
め
・
援
ね
に
こ
だ
わ
る
必
要

が
な
い
こ
と
を
示
す
恰
好
の
例
で
す
。
あ
の
墨
書
で
は

「
令
」

の
最
終
画
を
機
ね
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
こ
の
よ
う
な
書
き
方

を
す
る
人
は
、
ま
ず
い
な
い
で
し

ょ
う
。
日
本
漢
字
学
会
が
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
「
令
」
を
元
号
発
表
の
墨
書
の

よ
う
に
桜
ね
て
書
く
人
は
、
約
四

O
O
人
中
ゼ
ロ
人
で
し
た
。

（
「
学
会
通
信
『
漢
字
之
窓
』
」
第
一
号
、
日
本
漢
字
学
会
、

二

O
一
九
年
六
月
）

教
育
漢
字
の
学
年
別
配
当
の
問
題
点
や
、
筆
順
指
導
の
あ
り

方
な
ど
は
、
時
間
の
都
合
で
別
の
機
会
に
譲
り
ま
す
。

2 

中
学
校
の
漢
字
教
育

川
教
科
書
の
問
題
点

六
書
は
、
漢
字
の
成
り
立
ち
ゃ
意
味
を
理
解
す
る
上
で
重
要

な
概
念
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
扱
い
は
教
科
書
に
よ
り
異
な
っ

て
い
て
、
ペ
ー
ジ
数
だ
け
を
見
て
も
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

五
社
の
中
学
校
教
科
書
を
対
象
に
、
六
書
の
掲
載
学
年
、
ペ
ー

ジ
数
な
ど
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
（
配
列
は
会
社
番
号
順
に

よ
る
。
各
社
の

二

O
一
四
年
度
使
用
教
科
書
を
調
査
対
象
と
し

た
。
）

－
東
京
書
籍
「
新
し
い
国
語
」

一
年

2
ペ

ー

ジ

＊

転

注

と

仮
借
も
例
を
挙
げ
て
説
明
。

－
学
校
図
書
「
中
学
校
国
語
」
一
年

5
ペ
ー
ジ

＊

「

文

」

と
「
字
」
の
区
別
を
説
明
。
転
注
と
仮
借
は
説
明
だ
け
で
例

は
挙
げ
て
い
な
い
。

6 



－
三
省
堂

「
中
学
生
の

国
語
」

仮
借
に
は
触
れ
な
い

0

・
教

育

出

版

「

中

学

国

語

」

二

年

＊

こ

の

社

だ

け
は
二
年
生
の
教
科
書
に
。
転
注
と
仮
借
も
例
を
挙
げ
て
説

明。

年

2
ペ
ー
ジ

＊
転
注
と

1
ペ
ー
ジ

－
光
村
「
国
語
」

挙
げ
て
説
明
。

転
注
と
仮
借
の
定
義
に
は
、
異
説
も
あ
り
ま
す
。
中
学
校
段

階
で
無
理
に
扱
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ω
漢
字
指
導
へ
の
提
言
①

中
学
校
の
早
い
段
階
で
六
書
に
関
す
る
教
材
が
用
意
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
校
生
の
六
書
に
関
す
る
知
識
は
呆

れ
る
ほ
ど
乏
し
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
も
そ
も
中
学
校
で
学
習

し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
教
科
書
の
学
年
設

定
に
無
理
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
中

学
校
で
六
書
を
学
習
す
る
な
ら
、
よ
り
上
級
の
学
年
に
配
当
す

べ
き
で
す
。
極
論
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
六
書
の
学
習
は
高
校
に

譲
っ
て
ほ
し
い
と
も
考
え
ま
す
。
六
書
は
そ
れ
ほ
ど
高
度
な
概

念
で
す
。

六
書
の
学
習
成
果
が
十
分
に
現
れ
な
い
原
因
は
、
教
師
の
不

勉
強
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
六
書
の
学
習
に
取
り
組
む
な

ら
、
教
師
自
身
が
し
っ
か
り
し
た
知
識
を
持
ち
、
自
信
を
も
っ

年

＊
転
注
と
仮
借
も
例
を

2
ペ
ー
ジ

て
授
業
に
臨
み
た
い
も
の
で
す
。

六
書
の
概
念

一
六
書
H
四
種
の
文
字
の
成
り
立
ち
プ
ラ
ス
ニ
種
の
使
い
分
け
一

一

《

文

字

の

成

り

立

ち

》

一

か
た
ど

－

象
形

（
形
を
象
る
）
｜
｜
」

一

も
ん

T
文

l
i
J

指
事

（
事
を
指
す
）

｜
｜

L

一一

も

ん

じ

も

じ

寸

｜

文

字

一

会
意

（
意
を
会
す
）
｜
｜
」

一

T
字
｜
｜
」

い
み

よ
み

一

形
声

（
形
と
声
と
）

｜
｜
L

一
《
文
字
の
使
い
方
》
＊
転
注
・
仮
借
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。

転
注
H
意
味
を
転
じ
て
他
の
意
味
に
使
わ
れ
る
こ
と
。

例

「
悪
」
ア
ク
（
わ
る
い
）
↓
オ
（
に
く
む
）

。

「
度
」
ド
（
も
の
さ
し
）
↓
タ
ク
（
は
か
る
）
一

仮
借

H
他
の
字

の
音
義
を
借
り
て
用
い
る
こ
と
。

例
「
豆
」
祭
礼
に
用
い
る
器
↓
ま
め
。

「
然
」
犬
の
肉
を
火
で
あ
ぶ
る
↓
し
か
り
。

ア

ン

ア

シ

ヤ

カ

＊
「
亜
細
亜
、
釈
迦
」
な
ど
の
表
記
も
、
多
く
は
仮
借
に
よ
る
。

（
概
要
）
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ω
漢
字
指
導
へ
の
提
言
②

中
学
校
の
漢
字
学
習
で
は
、
「
意
符
プ
ラ
ス
音
符
」
の
形
声

文
字
の
概
念
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で

す
。
そ
の
際
、
意
符
を
部
首
の
形
式
的
な
名
称
で
は
な
く
、
意

味
と
し
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

一
意
符
の
名
前
と
意
味
の
関
係
の
例

し
め

r
へ

ん

こ

ろ
も
へ

ん

示
偏
（
ネ
）
と
衣
偏
（
ネ
）
は
似
て
い
る
・
：
「
ネ
」

か
み
へ
ん

一

一
は
神
、
祭
壇
の
意
だ
か
ら
、
「
神
偏
」
と
呼
ぶ
と
意
味
が
～

一

わ

か

る

。

「

ネ

」

は

名

称

の

と

お

り

の

意

。

一

う

か

ん

む

り

ま

だ

れ

－

ウ

冠

（

｛

）

と

麻

垂

（

f
）

は

意

味

が

似

て

い

る

一

い
え
か
ん
む
り

一

「
内
」
は
住
居
の
意
だ
か
ら
、
「
家
冠
」
と
呼
ん
だ
ら
ど
う
だ
一

一ろ

う

か

。

一

や

ね

か

ん
む
り

「
f
」
は
建
物
や
屋
根
の
意
だ
か
ら
、
「
屋
根
冠
」
と
呼
ん
で
一

一み
よ
う
。
「
麻
」
の
部
首
は
「
麻
」
で
、
「
「
」
で
は
な
い
。
－

一

お

お

ざ

と

こ

ざ

と

へ

ん

一

邑
（
日
）
と
阜
偏
（
日
）
：
位
置
に
よ
っ
て
名
称
と
意
味
一

一が
異
な
る
。

一

員
と
大
貝
（
頁
）
・
：
名
称
が
似
て
い
る
が
意
味
は
違
う
。

－

心

（
愛
、
恋
、
性
、
慕
）
ど
こ
に
あ
っ
て
も
「
心
」
の
意
。
一

一
刀
（
剣
、
切
、

刃
、
分
）
・
：
ど
こ
に
あ
っ
て
も
「
万
」
の
意
。

一

一
火
（
焼
、
炎
、
然
、
燃
）
・
：
ど
こ
に
あ
っ
て
も
「
火
」
の
意
。
一

「
か
い
・
お
お
が
い
」
に
つ
い
て

も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
首
名
を
考
え
さ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

同
漢
字
指
導
へ
の
提
言
③

書
き
取
り
の
テ
ス
ト
で
、
「
臭
」
の
下
部
を
「
犬
」
と
書
い

た
ら
バ
ツ
で
し
ょ
う
か
。
上
部
の
「
自
」
は
鼻
の
形
で
、
こ
れ

に
「
犬
」
を
加
え
る
と
、
「
鼻
の
よ
い
犬
」
の
意
味
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
「
に
お
い
、
に
お
い
を
か
ぐ
」
と
い
う
意
味
が
生
じ

て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
文
字
学
の
立
場
か
ら
は
「
自

＋
犬
」
は

E
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
「
臭
」
は
当
用
漢

字
制
定
時
に
一
画
減
ず
る
た
め
に
「
＼
」
を
省
い
た
も
の
で
、

新
字
体
で
は
字
源
が
説
明
で
き
な
い
の
で
す
。
中
学
校
段
階
で

は
、
時
に
旧
字
体
に
基
づ
い
た
字
源
解
説
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
お
お
ぎ
と
・
こ
ざ
と
」
、
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一
秘
（
秘
）
突
（
旧
字
体
は
｛
十
犬
）
区
（
匿
）

一

義

・

芸

↓

芸

縫

・

缶

↓

缶

敏

・

欠

↓

一本

・

舵

・

航

・

枇

・

航

↓

余

・

除

↓

医
（
醤
）
一

新
字
体
だ
け
で
は
字
源
を
説
明
で
き
な
い
文
字
の
例

弁

余
欠

∞
漢
字
指
導
へ
の
提
言
④

中
学
校
段
階
で
は
、
国
訓
（
も
と
の
漢
字
に
は
な
い
、
わ
が

国
独
自
の
意
味
）
の
存
在
に
も
、
そ
ろ

そ
ろ
触
れ
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。
国
訓
の
知
識
は
、
漢
文
学
習
の
基
礎
に
な
る
だ
け



で
な
く

日
本
語
を
正
し
く
使
う
上
で
も
重
要
で
す
。

国
訓
の
例

一＊

本
来
の
意
味
↓
（
国
訓
が
生
じ
た
事
情
）
↓
国
訓
の
順
一

一
で
記
載
。

一

一
椿
太
古
の
霊
木
↓
（
「
春
の
木
」
と
誤
解
）

↓
ツ
バ
キ

一
萩
ヨ
モ
ギ
↓
（
「
秋
の
草
」
と
誤
解
）
↓
ハ
ギ

一
偲
つ
と
め
る
↓
（
「
人
を
思
う
」
と
誤
解
）
↓
し
の
ぶ

咲

（

微

笑

む

さ

ま

を

開

花

に

た

と

え

る

）

↓

一

－
ゐ
C
／
＼

一

わ
ら
う
↓

間
漢
字
指
導
へ
の
提
言
⑤

中
学
校
三
年
と
も
な
る
と
、
高
校
受
験
を
意
識
せ
ざ
る
を
得

じ

よ

う

じ

ゅ

ひ

つ

じ

よ

ヲ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
成
就
」
や
「
必
定
」
な
ど
、

さ
ほ
ど
重
要
と
も
思
え
な
い
語
の
読
み
書
き
に
重
点
を
置
く
の

は
、
見
当
ち
が
い
で
す
。
高
校
生
の
漢
字
の
力
を
点
検
す
る
と
、

う

け

た

ま

わ

い

さ

ぎ

よ

「

承

る

」
や
「
潔
い
」
な
ど
、
訓
読
み
に
弱
い
こ
と
が

浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
「
形
・
音
・
義
」
と
い
う
漢
字
の
三
要

素
の
中
で
、
義
に
当
た
る
訓
読
み
を
、
よ
り
重
視
す
べ
き
で
す
。

3 

高
校
の
漢
字
教
育

川

漢

字
指
導
へ
の
提
言
①

高
校
で
は
、
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
の
ど
の
分
野
が
漢
字
教

育
を
担
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
私
は
漢
文
の
授
業
が
漢
字
教
育

に
最
適

の
場
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
漢
文
は
漢
字
だ
ら

け
だ
か
ら
、
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
身
も
蓋
も
あ
り
ま
せ
ん
。

漢
文
中
の
用
例
か
ら
、
漢
字
の
も
と
も
と
の
意
味
と
、
わ
が
国

独
自
の
意
味
（
国
訓
）
の
棺
違
に
気
づ
く

こ
と
は
多
々
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
漢
文
の
語
順
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
で

作
ら
れ
た
「
漢
語
」
が
い
か
に
無
分
別
に
作
ら
れ
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

「
盲
導
犬
」
と

「
聴
導
犬
」
の

二
語
は
、
別
々
に
作
ら
れ
た
結
果
、
語
の
構
成

が
ま
っ
た
く
対
を
な
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、

常
語
に
多
く
あ
り
ま
す
。
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日

ω
漢
字
指
導
へ
の
提
言
②

高
校
三
年
間
は
、
語
葉
を
増
や
す
の
に
最
適
な
時
期
で
す
。

表
語
文
字
で
あ
る
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
た
語
を
、
か
な

書
き
や
交
ぜ
書
き
に
し
た
ら
、
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
る
の
は

当
然
で
す
。
「
大
事
な
語
を
、
か
な
書
き
や
交
ぜ
書
き
で
済
ま

す
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
。
」
と
訴
え
ま
し
ょ
う
。



一
か
な
書
き
・
交
ぜ
書
き
の
例

一
ら
ん
し
よ
う
↓
濫
脂
肪
（
物
事
の
始
ま
り
。
「
傍
」
は
査
の
意
。
）

一
へ
い
げ
い
↓
陣
脱
（
横
目
で
見
る
。
同
じ
意
味
を
重
ね
た
語
。
）

一ら
致
↓
位
致
（
強
引
に
連
れ
て
行
く
。
「
技
」
は
ひ
っ
ぱ
る
意
。
）

一招
へ
い
↓
招
鴨
（
丁
重
に
招
く
。
同
じ
意
味
を
重
ね
た
語
。
）

右
の
四
語
で
、
常
用
漢
字
表
に
あ
る
の
は
「
濫
・
致
・
招
」

だ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
三
字
以
外
を
か
な
書
き
す
る
こ
と
に
道

理
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
辞
典

を
引
か
ず
、
ど
ん
な
漢
字
か
も
知
ろ
う
と
し
な
い
の
で
は
、
言

葉
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
辞
典
で
調
べ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る

の
で
す
。

ω
漢
字
指
導
へ
の
提
言
③

形
声
文
字
の
概
念
の
獲
得
は
、
漢
字
理
解
の
有
力
な
武
器
と

な
り
ま
す
。
形
声
文
字
と
わ
か
れ
ば
、
意
符
か
ら
意
味
が
、
音

符
か
ら
読
み
が

類
推
で
き
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
音
符
を
安
易

に
利
用
し
た
慣
用
読
み

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
「
騒
擾
」
を

「
ソ
ウ
ユ
ウ
」
、

「脆
弱
」
を
「
キ
ジ
ヤ
ク
」
、
「
口
腔
」
を
「
コ

ウ
ク
ウ
」
と
読
む
の
は
、

本
来
の
読
み
方

で
は
な
く
、
慣
用
読

み
で
す
。

ま
た
形
声
文
字
の
中
に
は
、
音
符
に
も
意
味
が
あ
る
も
の
が

ひ

と

み

っ

く

り

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
「
清
・
精
・
晴
・
晴
」
は
い
ず
れ
も
努

の
「
青
」
が
「
セ
イ
」
と
い
う
読
み
を
表
す
と
同
時
に
、
「
澄

み
き
っ
た
、
汚
れ
が
な
い
」
と
い
う
意
味
も
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
漢
字
に
つ
い
て
、
一
部
の
漢
和
辞
典
が
会
意
形
声

と
い
う
分
類
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。

中
国
の
宋
代
に
提
唱
さ
れ
た
「
右
文
説
」
は
、
す
べ
て
の
漢

字
の
右
の
部
分
（
穿
）
に
も
意
味
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
説
は
極
端
に
走
っ
て
い
て
、
あ
る
人
物
が

「
『
波
』
は
水
の
皮
で
あ
る
。
」
と
自
信
満
々
に
語
っ
た
と
こ

ろ
、
「
で
は
、
『
滑
』
は
水
の
骨
か
。
」
と
反
論
さ
れ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
右
文
説
の
限
界
を
示
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と

も
、
「
滑
」
の
右
文
「
骨
」
は
「
自
在
に
動
く
」
の
意
と
解
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
右
文
説
を
用
い
た
説
明
も
、
あ
な
が
ち
誤

り
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
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形
声
文
字
の
概
念
を
利
用
し
た
漢
字
学
習
の
例

「
莫
」
（
ボ
・
パ
ク
、

く
れ
る
・
な
い
）
を
覚
え
て
、

↓
意
味
を
利
用
す
る
と
↓
暮

・
墓

・
幕
・
漠
・
貌
・
獲

一

膜
な
ど
の
意
味
が
わ
か
り
、

書
け
る
よ
う
に
な
る
。

↓
音
を
利
用
す
る
と
↓
募

・
慕
・
慕
な
ど
を
書
け
る
。

一

募
・
慕
は
、
意
符
「
力
・
心
」
の
意
味
も
意
識
で
き
る
。
一

慣
用
音
の
例
＊
ふ
り
が
な
は
本
来
の
音
。
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何

漢
字
指
導

へ
の
提
言
④

よ
く
似
た
字
体
を
正
確
に
識
別
す
る
こ
と
も
、
高
校
の
漢
字

学
習
の
重
要
事
項
で
す
。
生
徒
の
ノ

i
ト
や
答
案
に
は
、

次
の

よ
う
な
字
体
の
誤
認
が

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

一千
・
子

・
千

一白
且
・
｛
且

一
出
示
・
出
用

一一一一ー一一一一一一ーーーーー－－

混
同
し
や

す
戊ポい

字

戊1体
r の

成2例

侯
・
候

母

・
母

柿

・
柿

遂
・
逐

鳴i未

鳴ォ末

味

・

昧

亨
・
享

鳥

・
烏

昂
・
冒
卯

以
前
、
鮫
子
で
有
名
な

町

に
行
っ
た
時
に
、

「
字
味
屋
」

書
い
て
「
う
ま
い
や
」
と
読
ま
せ
る
看
板
が
あ
り
、
眼
を
疑
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
名
簿
を
見
て
い
る
と
、

「
史
」
で
は
な
く
「
吏
」
を

「
ふ
み
」
と
読
ま
せ
る
名
前
に
も

出
会
い
ま
す
。
キ
ラ
キ
ラ
ネ

l
ム
は
論
外
で
す
が
、
漢
字
の
読

み
や
意
味
を
勝
手
に
変
更
し
た
命
名
は
、
い
か
が
な
も
の
で
し

ょ
v

フ
か
。

「
内
U

漢
字

指
導
へ
の
提
言
⑤

熟
語
の
訓
読
は
、
漢
字
の
読
み
と
意

味
を
意
識
す
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
漢
文
訓
読
の
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

中
学
校
の
段
階
と
は
異
な
り
、
文
語
文
法
や
漢
文
訓
読
の
読
み

癖
に
則
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

熟

語
訓
読
の
例

＊
O
印
は
、
漢
文
訓
読
を
意
識
し
た
読
み
方

一地

震

O
地

震

ふ

ム

地

が

震

え

る

一深
山
幽
谷

O
深

き

山

断

き

谷

ム

深

い

山

幽

い

谷

一

一
新
入
（
新
レ
入
）

O
新

た

に

入

る

ム

新

た

に

入

る

一
有
能
（
有
レ
能
）

O
能

有

り

ム

能

が

有

る

一未
来
（
未
レ
来
）

O
未

だ

来

た

ら

ず

ム

未

だ

来

ず

一可
憐
（
可
レ
憐
）

O
憐

れ

む

べ

し

×

憐

れ

む

べ

き

一

一
不
死
（
不
レ
死
）
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O
死
せ
ず

ム
死
な
ず

と

間

漢

字

指
導
へ
の
提

言
⑥

漢
字
指
導
の
た
め
に
、
改
ま
っ
て
時
間
を
設
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
漢
文
の
授
業
の
端
々
に
、
漢
字
に
関
す
る
話
題
を

散
り
ば
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
韓
愈
の
「
雑
説
」
に
、

あ
ら
は

「
才
美
不
ニ
外

見

（

才

の

美

外

に

見

れ

ず

）

。

」

と

い

う

一

節
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
「
才
能
の
素
晴
ら
し
さ
も
表

に
現
れ

な
い
。
」
と
訳
し
た
だ
け
で
終
わ
る
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
の

で
す
。



。
「

才

」

は

才

能

で

、

「

材

」

「

人

材

」

は

「

人

体

の
パ

l
ツ
」
で
は
な
く
、
人
の
才
能
の
こ
と
。
副
詞
で
は
「
わ

づ
か
に
」
と
読
み
、
「
や
っ
と
」
の
意
。
年
齢
を
「
五
才
」

と
書
く
の
は
、
「
歳
」
が
難
し
い
た
め
に
書
き
換
え
た
も
の
。

大
人
に
な
っ
た
ら
「
五
歳
」
と
書
こ
う
。
「
年
齢
」
を
「
年

令
」
と
書
い
て
許
さ
れ
る
の
も
、
小
学
生
の
問
だ
け
だ
。

「
美
」
は
、
「
美
点
、
美
徳
」
の
「
美
」
で
、
「
す
ば
ら
し

さ
、
ょ
い
と
こ
ろ
」
の
意
。
中
国
語
で
ア
メ
リ
カ
を
「
美
国

・
美
洲
」
と
書
く
の
は
、
ア
メ
リ
カ
を
「
よ
い
国
」
と
褒
め

た

わ

け

で

な

く

、

単

な

る

音

訳

。

「

米

国

」

と

書

く

の
と
同
じ
。

と
同
じ
。

。

日
本
で

。
「
見
」
は
「
あ
ら
は

る
」
と
読
み
、
「
現
れ
る
」
の
意
。
「
悪

事
が
露
見
す
る
」
の

「
露
見
」
は
、
「
露

・
見
」
と
も
に
「
現

れ
る
」
の
意
。
熟
語
で
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
を
習
慣
に
し

よ
h

フ。

こ
の
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
横
道
に
逸
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
の

理
解
が
深
ま
り
、
漢
字
に
対
す
る
興
味
も
増
す
は
ず
で
す
。

4 

お
わ
り
に

漢
字
辞
典
・
漢
和
辞
典
の
使
い
方
に
つ
い
て
も
触
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
時
間
が
尽
き
ま
し
た
。

先
生
が
し
っ
か
り
勉
強
し
て
正
し
く
教
え
、
児
童
・
生
徒
が

「
手
」
と
「
頭
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
っ
て
効
果
的
に
学
習
す

る
、
そ
ん
な
理
想
的
な
漢
字
学
習
が
す
べ
て
の
教
室
で
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

＊
最
後
の
章
に
、
誤
字
が

一
字
あ

り
ま
す
。
何
で
し
ょ
う
か
。

最
近
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
最
終
画
面
で
こ
の
字
を

使
う
人
も
い
ま
す
が
、
本
来
は
誤
字
で
す
。
「
静
聴
」
は
新
造

語
で
、
正
解
は
「
清
聴
」
で
す
。
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（
っ
か
だ

か
つ
ろ
う

元
筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校
）


